
施策データシート

１．施策評価の推移

２．めざす暮らしの姿の実現を測定するための指標 ① ②

初期値
初期 H23 H24 H25 H26 H27 H32

計画値 2,600 2,500 2,400 2,300 2,200 2,000
実績値 2,749 1,946 2,715 2,245 － 2,200
達成率 100.0% 92.1% 100.0% － 100.0%
計画値
実績値
達成率
計画値 ③ ④
実績値
達成率
計画値
実績値
達成率

100.0% 92.1% 100.0% － 100.0%
（注）H27の実績値欄は、「見込値」とする。また、H26の実績値欄は市民意識調査を指標としているものを除き「－」とする。

３．施策の体系と施策構成事務事業の推移 （単位：千円）

重点 計画額 重点 計画額 重点 計画額 重点 計画額 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後
1 計画的な防犯活動の推進
1 計画的な防犯活動の推進 防犯計画推進事業 0 0 0 0 継続 A 継続 A 継続 A 継続
2 地域の自主的な防犯活動支援
2 地域の自主的な防犯活動支援 防犯灯整備推進事業 - - ○ 87,288 ○ 169,854 161,800 - - 拡大 B 拡大 A 継続
2 地域の自主的な防犯活動支援 地域防犯活動支援事業 ○ 95,576 3,950 4,360 9,321 拡大 A 継続 A 継続 A 継続
2 地域の自主的な防犯活動支援 防犯カメラ整備推進事業 - - 13,761 ○ 23,606 24,482 - - その他 B 継続 A 継続
2 地域の自主的な防犯活動支援 地域安全マップ推進事業 - - ○ 3,060 3,060 ○ 3,792 - - 拡大 A 継続 A 拡大
3 関係機関との連携・協力体制強化
3 関係機関との連携・協力体制強化 防犯意識啓発事業 3,821 669 ○ 592 604 その他 A 継続 A 継続 A 継続

（注）「－」は、当該年度に事務事業が存在しない。
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　街頭犯罪発生件数は指標の達成に十分な減少と
なったが、当市は、大阪府下で見ても引き続き犯罪発
生件数が多く、犯罪発生傾向に注力した防犯啓発や
施策のシフトが必要である。今年度は、街頭犯罪多発
地域における防犯カメラの設置や、地域が主体となっ
たＬＥＤ防犯灯の整備、地域安全マップの推進により、
地域における犯罪抑止力の向上に一定の効果が見ら
れた。今後も、防犯計画に基づき、八尾防犯協議会と
市の防犯事業との協力体制のあり方や、補助制度の
検討、地域の将来的な人材育成・防犯意識の醸成を
視野に入れた施策展開が必要である。
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推移
めざす値の水準について

　「やお防犯計画」に基づき、警察との協力体制のも
と、地域と連携を図りながら各種防犯活動に取り組ん
だ。また、子どもを犯罪から守るため地域と連携し、子
どもの視点に立った「地域安全マップ」づくりを推進す
るとともに、地域が主体で進める防犯灯のLED化や防
犯カメラの設置等について促進を図った。

　しかしながら、本市における街頭犯罪発生件数や、
子どもや女性に対する被害も増加傾向にあるため、防
犯灯や防犯カメラの更なる効率的設置と補助のあり方
の検討が必要であるといえる。引き続き、警察や地域
との連携を強化し、安全なまちづくりに取り組む。

めざす値

Ｂ
 地域が主体となってLED防犯灯への切替や防犯カメ
ラの設置について、指標を概ね達成できた。また、平
野区と合同で防犯活動のイベントやFMちゃおの協力
による女性への防犯ブザーの配布等を行ったり、わん
わんパトロール事業を開始する等、街頭犯罪撲滅に
向け、地域、警察との連携強化を図ることができた。
　しかし、街頭犯罪発生件数は減少しているが、認知
件数は依然上位にランクされており、従前行ってきた
自転車のひったくり防止カバーの取付以外に、自転車
盗や車上ねらい等に特化した取組を行っていく必要が
ある。
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施策１ 安全なまちをつくる防犯の取り組み
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施策構成事務事業

　「やお防犯計画」に基づき、地域、警察や関係機関の連携・協
力体制の強化を図ります。特に、「校区まちづくり協議会」の設
立により地域における防犯体制が強化された状況を踏まえ、情
報提供を含め、学識経験者等の意見も採り入れながら、地域に
おける防犯活動に対するさらなる支援を進め、効果的な防犯施
策を展開します。 

　とりわけ、学校園とも連携しながら、子どもの犯罪に対する理
解や意識を高め、子どもたちが犯罪に遭う機会を自ら回避でき
るよう、各地域における地域安全マップづくりの展開・普及を図
るとともに、防犯パトロール活動等の地域防犯活動と連携させ
ることで、犯罪が起こりにくい地域環境づくりを進めます。

　加えて、市域において街頭犯罪は減少しているものの、子ども
や女性に対する犯罪が増加傾向にあることに鑑み、引き続き、
効果的にＬＥＤ防犯灯や防犯カメラの設置補助を進めることで、
犯罪撲滅に向けた、地域の自主的な防犯活動を支援します。
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施策の体系

① 街頭犯罪認知件数（件）
大阪府下において、犯罪認知件数が上位に
ランクされないまちづくりをめざします。
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